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水 土 里 レ ポ ー ト  

投稿月日 令和8年１月26日（月） 

タイトル 田んぼの学校～狩込みどじょっこ会によるわら細工作り～ 

水土里レポーター名 水土里ネット那須野ヶ原  専務理事 星野惠美子 

 

 令和７年１２月７日（日）那須塩原市四区町にて、地元の農家さんなどによって組織された『狩込みどじょっこ

会』により『田んぼの学校』が開催されました。今回は、今年度の最後の活動となる、JA塩那カントリーエレベー

ター見学と、わら細工作り、そして修了式が行われました。 

師走の凍てつく晴天の下、参加者は幼児や小学生を中心

に保護者の皆さん、地区の農家の方やボランティアの社

会人含めて８０名以上が集いました。 

カントリーエレベーター見学では、稲刈りの後、お米が

どのように出荷されていくのかを学ぶことができまし

た。 

続いて公民館へ移動し、わら細工が始まりました。以前の

田んぼの学校で刈り取った稲わらを活用し、米作りの学び

の締めとして、正月のしめ縄を自分たちで作ろうという貴

重な体験です。 

しめ縄を結っていくのはなかなかコツのいる作業で、親子

や兄弟など、力を合わせ素晴らしい作品があちこちで出来上がっていきました。 

最後に、1年間の活動をまとめた大判のコラージュフォトと図書券が子どもたちに配られました。また、今年は一

年間のすべての活動に参加した子が４名おり、それぞれに表彰

状が手渡されていました。 

田んぼの学校での取り組みを通じて、米作りの大変さや水の大

切さ、地域とのつながりを学んでいただけることを期待し、ま

た来年も多くの方に参加して欲しいと願っています。今後も、

水土里ネット那須野ヶ原では田んぼの学校の活動を支援してい

きます。 

 

 

 

 

 

 

平成29年10月 栃木県内初！ 

～『那須疏水施設群』が登録～ 


